
	単元の
目標
	・サッカーについて，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，作戦に応じた仲間と連携しゲームを展開することができる。【選択】単元名「　球技（ゴール型・サッカー）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　

・攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。
・サッカーに自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，作戦などについての話合いに貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること，互いに助け合い教え合おうとすることなどや，健康・安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	12～13時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動　　　※は確認事項
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎サッカーの特性を理解できるよう，簡易ゲームを行う。
○１，２年次に学んだサッカーの特性やルールを確認する。
○生徒の実態に応じて，ルールやコートの広さを変えるなど，取り組みやすい形でのゲームを行う。
	
	
	○
	

	2

	◎ボールを操作やすい位置にコントロールする。
○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
※はじめは,転がるボールを仲間に蹴る。
○グループで,仲間からくるボールを操作しやすい位置にコントロールし,ドリブルしてからシュートする。
○グループで,決められた時間でできるだけたくさんパスを回すゲームをする。【選択】単元名「　球技（ゴール型・サッカー）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　

	○
	
	
	②自分のフォームを撮影してもらい，修正させる。（１人１台端末等の活用）
③仲間のフォームを見ながら，改善点を伝えさせる。





	3
･
4
	◎空いている空間を見付け，仲間からパスを受ける。
○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
※はじめは,転がるボールを仲間に蹴る。
○グループで,仲間からくるボールを操作しやすい位置にコントロールし,ドリブルしてからシュートする。
○グループで,決められた時間でできるだけたくさんパスを回すゲームをする。
○グループで，決められた時間，エリア内で相手にボールを奪われないように，ボールを回す（３対１ボール回しゲーム）。
※空いている空間を見付け，仲間からパスを受ける。
○攻撃側３人で協力し，ラインゴールを越える。守備側は２人で協力し，攻撃側からボールを奪う。（３対２ラインゴールゲーム）
	
	○
	
	②ゲームを撮影してもらい，空いている空間を見付け，動いているか確認させる。（１人１台端末等の活用）
③ゲームをしながら，気付いたことを伝えさせる。

	5
･
6
	◎空いている空間を見付けて効果的に動く。
○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
○攻撃側３人で協力し，ラインゴールを越える。守備側は２人で協力し，攻撃側からボールを奪う。（３対２ラインゴールゲーム）
○４（攻撃側）対２（守備側）で，決められた時間，エリア内で相手にボールを奪われないように，ボールを回す。
○２対２＋ポストマン（２名）で攻撃側が両ゴールライン上にいるポストマンを生かし，ボールを奪われないようにボールを回す。
	○
	○
	
	②ゲームを撮影してもらい，空いている空間を見付け，動いているか確認させる。（１人１台端末等の活用）
③ゲームをしながら，気付いたことを伝えさせる。

	7
～
9
	◎空いている空間を効果的に使い，ゲームをする。
○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
○４（攻撃側）対２（守備側）で，決められた時間，エリア内で相手にボールを奪われないように，ボールを回す。
○２対２＋ポストマン（２名）で攻撃側が両ゴールライン上にいるポストマンを生かし，ボールを奪われないようにボールを回す。
○１チーム６～７名（キーパーなし）のゲームを行う。
	
	
	○
	②ゲームを撮影してもらい，空いている空間を見付け，動いているか確認させる。（１人１台端末等の活用）
③ゲームをしながら，気付いたことや改善点を伝えさせる。

	10
～
13
	◎チームで作戦を立て，リーグ戦を行う。
○４（攻撃側）対２（守備側）で，決められた時間，エリア内で相手にボールを奪われないように，ボールを回す。
○２対２＋ポストマン（２名）で攻撃側が両ゴールライン上にいるポストマンを生かし，ボールを奪われないようにボールを回す。
○チーム（１チーム８～９名程度）で作戦を立て，リーグ戦を行う。
	○
	○
	○
	②ゲームを撮影し，作戦の変更や改善点を確認させる。（１人１台端末等の活用）
③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。


※学校の年間指導計画に伴い，【選択】単元の授業時数は柔軟に設定する。【選択】単元名「　球技（ゴール型・サッカー）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　
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	単元の
目標
	・バレーボールについて，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，作戦に応じた仲間と連携しゲームを展開することができる。【選択】単元名「　球技（ネット型・バレーボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　イ　]　

・攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。
・バレーボールに自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，作戦などについての話合いに貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること，互いに助け合い教え合おうとすることなどや，健康・安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	12時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動　　　※は確認事項
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎バレーボールの特性を確認できるよう，ゲームを行う。
○１，２年次に学んだバレーボールの特性やルールについて確認する。
○生徒の実態に応じて，ルールを変えるなど，取り組みやすい形でのゲームを行う。
	○
	
	○
	

	2
	◎オーバーハンドパスとアンダーハンドパスのポイントを理解し，オラリーが続けられるようにする。
○ペアでオーバーハンドパスの手や肘，膝の形を確認しながら，山なりのボールを投げてもらい，キャッチする。
※慣れてきたら山なりのボールを前後に投げてもらい，キャッチして，そのままオーバーハンドパスの形で送る。
○オーバーハンドパスの形を意識しながら，ラリーを続ける。【選択】単元名「　球技（ネット型・バレーボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　イ　]　

○ペアでアンダーハンドパスの手や肘，膝の形を確認しながら，山なりのボールを投げてもらい，キャッチする。
※慣れてきたら山なりのボールを前後に投げてもらい，キャッチして，そのままアンダーハンドパスの形で送る。
○アンダーハンドパスの形を意識しながら，ラリーを続ける。
	
	○
	
	②自分のフォームを撮影してもらい，修正させる。（１人１台端末等の活用）
③仲間のフォームを見ながら，改善点を伝えさせる。





	3
	◎オーバーハンドパスとアンダーハンドパスを使い分けて，ラリーが続けられるようにする。
○ペアでオーバーハンドパスとアンダーハンドパスを使い分けて，ラリーを続ける。
○４～６人のグループで，ラリーを続ける。
○２グループ（１グループ４～６人）でネットをはさみ，ラリーを続ける。
	○
	
	○
	③グループの取り組みを確認しながら，改善点を伝えさせる。

	4
	◎ラリーゲームで空いている場所をねらうことができる。
○前回の復習として２グループ（１グループ４～６人）でネットをはさみ，ラリーを続ける。
○サーブは行わず，得点をとったチームから山なりのボールを投げ入れるなどのルールで，６対６のラリーゲームを行う。（時間制）
	
	○
	
	②ゲームを撮影し，ゲーム内容を確認させる。（１人１台端末等の活用）
③グループの取り組みを確認しながら，改善点を伝えさせる。

	5
	○サービス（アンダーハンド，フローター，オーバーハンド）のポイントを理解し，自分に適したサービスを行う。
○各サービスのポイントを確認しながら，ペアでサーバーとターゲットとなり，ネットがない状態でサービスの練習を行う。（ターゲットはキャッチする。）
○サービスゾーンからネット越しでサービスの練習を行う。【選択】単元名「　球技（ネット型・バレーボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　イ　]　

○サーブ開始からラリーゲームを行う。
	○
	
	○
	②自分のフォームを撮影し，修正させる。（１人１台端末等の活用）
③仲間のフォームを見ながら，改善点を伝えさせる。

	6
	◎スパイクの一連の動きを理解し，行う。
○ペアになり，腕の振りやボールを当てるポイントを確認しながら，ワンバウンドスパイクに取り組む。
○グループで，両手投げトスからその場ジャンプキャッチ，助走からジャンプキャッチ，助走してスパイクの順で取り組む。
	
	
	○
	②自分のフォームを撮影し，修正させる。（１人１台端末等の活用）
③仲間のフォームを見ながら，改善点を伝えさせる。

	7
	◎スパイクで相手コートに返すことを理解し，ゲームを行う。
○復習として，ペアになり，腕の振りやボールを当てるポイントを確認しながら，ワンバウンドスパイクに取り組む。
○グループで，両手投げトスからその場ジャンプキャッチ，助走からジャンプキャッチ，助走してスパイクの順で取り組む。
○スパイクで相手コートに返すことを意識してゲームを行う。
	○
	
	
	②ゲームを撮影し，改善点を確認させる。（１人１台端末等の活用）
③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。

	8
･
9
	◎三段攻撃を行うためのポイントを理解し，ゲームを行う。
[bookmark: _GoBack]○ペアでオーバーハンドパスとアンダーハンドパスを使い分けて，ラリーを続ける。
○サービスゾーンからネット越しでサービスの練習を行う。
○両手投げトスから助走してスパイクの練習を行う。
○三段攻撃につなげることをチームで考えながらゲームを行う。
	
	○
	
	②ゲームを撮影し，改善点を確認させる。（１人１台端末等の活用）
③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。

	10
～
12
	◎各チームで作戦を立て，リーグ戦を行う。
○復習として，アンダーハンドサービスの練習を行う。
○各チームでローテーションなど作戦を立て，ゲームを行う。
	○
	○
	○
	②ゲームを撮影し，作戦の変更や改善点を確認させる。（１人１台端末等の活用）
③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。


※学校の年間指導計画に伴い，【選択】単元の授業時数は柔軟に設定する。また,その他の【選択】に該当する単元は,１学期を参照する。【選択】単元名「　球技（ネット型・バレーボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　イ　]　

保健体育科　３学年　2


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


